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平成 30 年度

山口県医師会男女共同参画部会総会
と 　 き 　 平成 31 年 3 月 17 日（ 日） 14： 00 ～

と こ ろ 　 山口県医師会 6 階大会議室

　 3 月 17 日（ 日） に 13 回目と な る 男女共同参

画部会総会が開催さ れた。

　 最初に山口県医師会の河村康明 会長、 つづい

て男女共同参画部会の黒川典枝 部会長が挨拶を

さ れた。 総合司会は祖田由起子 部会理事。

議事

　 黒川部会長よ り （ 1） 平成 30 年度事業報告、

（ 2） 役員選出、（ 3） 平成 31 年度事業計画につい

て説明し 、 出席者全員の挙手により 承認さ れた。

（ 1） 平成 30 年度事業報告

　 ①女性医師が働き 続けるための支援

　 　 ・ 勤務医支援： 県内病院女性勤務医ネッ ト

　 　 　 ワーク

　 　 　 　 本部会の活動内容や勤務継続に有用な各

　 　 　 種情報を 発信。 30 年度は 105 病院の登録

　 　 　 があり 、 女性医師総数はのべ 464 名（ 常

　 　 　 勤 235 名、 非常勤 229 名）。

　 　 ・ 子育て支援： 保育サポータ ーバンク の運営

　 　 　 　 活動中サポータ ー　 39 名

　 　 　 　 利用中医師　 　 　 　 23 名

　 　 　 　 支援を 受けた医師　 66 名

　 ②女子医学生キャ リ アデザイ ン支援

　 　 ・ 女子医学生イ ンタ ーンシッ プ

　 　 　 　 42 施設 77 名の女性医師から 受け入れ

　 　 　 の登録があり 、 参加女子医学生は 43 名。

　 ③山口県内女性医師の連携

　 　 ・ 男女共同参画･ 女性医師部会地域連携会議

　 　 　 　 県内 12 郡市（ 9 部会） と 各郡市の活動

　 　 　 報告及び意見交換。 ホームページ内に各部

　 　 　 会の活動報告を 掲載。

　 ④広報活動

　 　 ・ 山口県医師会のホームページ内に「 やまぐ

　 　 　 ち女性医師ネッ ト （ Y-Joy Net）」 を 作成し 、

　 　 　 適宜情報更新。

　 ⑤介護支援

　 　 ・ ホームページの「 介護に困っ たら こ こ  介

　 　 　 護保険情報」 の更新

（ 2） 次期役員選出

　 新任： 山口大学医師会　 近藤智子　 理事

（ 3） 平成 31 年度事業計画

　 ①女性医師が働き 続けるための支援

　 　 ・ 勤務医支援： 女性勤務医ネッ ト ワーク 連絡

　 　 　 係の更新

　 　 ・ 育児支援： 保育サポータ ーバン ク の運営・

　 　 　 充実・ 広報、『 保育サポータ ー通信』（ 第 10

　 　 　 号） の発行、 保育サポータ ー研修会（ 第 11

　 　 　 回） の開催

　 ②女子医学生キャ リ アデザイ ン支援

　 　 ・ 女子医学生イ ンタ ーンシッ プの実施

　 ③山口県内女性医師の連携

　 　 ・ 男女共同参画・ 女性医師部会地域連携会議

　 　 　 の開催

　 　 ・ ホームページの「 郡市医師会内の女性医師

　 　 　 部会」 の更新 

　 ④広報活動

　 　 ・ ホームページの充実・ 更新

報　 告： 山口県医師会副会長　 　 　 今村　 孝子

印象記： 男女共同参画部会部会長　 黒川　 典枝

　 　 　 　 　 　 　 同　 　 　 副部会長　 田村　 博子
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　 ⑤介護支援

　 　 ・ ホームページの「 介護に困っ たら こ こ 介護

　 　 　 保険情報」 の更新

［ 文責： 今村　 孝子］

特別講演

 受援力ノ ススメ ～自分の強みを 活かす生き 方

　 神奈川県立保健福祉大学　

　 　 ヘルスイ ノ ベーショ ンスク ール

設置準備担当教授　 吉田　 穂波

　 平成 30 年度の特別講演には、 受援力につい

て各地で講演を 行っ ておら れる 医師で 5 児の母、

吉田穂波 先生を お招き し た。

　 先生の多彩なキャ リ アや著書の『「 時間がない」

から なんでも でき る！』 から 、 と ても エネルギッ

シュ な方を 予想し ていたが、 実際の先生はどちら

かと いう と 華奢な外見で声も ソ フ ト 。 こ の方のど

こ にあれだけのエネルギーが潜んでいるのだろ う

と 目を 見張る 思いがし た。

　 まず受援力と は何か？受援力と は他者に助けを

求め、 快く サポート を 受け止める力である。 こ こ

で、 さ っ そく お隣の人と ペア で 自己紹介と 今ハ

マ っ て いる こ と 、 そし て 今回の講演で つかんで

帰り たいこ と は何か、 と いう 3 点について 1 分

間ずつ話し 合っ てく ださ い、 と 実践形式で講演が

始まっ た。 その後、 吉田先生の自己紹介。 先生は

産婦人科医と し てスタ ート 、 名古屋大学で博士課

程を 取得し た後、 フ ラ ンク フ ルト 、 ロンド ンで産

婦人科及び総合診療の分野で臨床研修を 行い、 帰

国後、 女性の健康に特化し た女性総合外来の立ち

上げに携わら れた。 その後、 ハーバード 公衆衛生

大学院に留学し 、 公衆衛生修士号を 取得。 ハー

バード で の研究や東日本大震災で の経験を 活か

し て 2014 年から 国立保健医療科学院で、 さ ら に

2017 年から は神奈川県立保健福祉大学に籍を 置

いて活躍さ れている。ド イ ツで初めての出産を し 、

患者体験を 通じ て感じ たこ と 、 イ ギリ スで幼子を

抱えてピア（ 仲間） の大切さ を 学び、 人間関係が

人の健康にいかに影響を 及ぼすかを 感じ たこ と、

アメ リ カ での貧乏な留学生活で、 貧乏が人の心を

荒ませるこ と を 実感し たこ と 、 そし て東日本大震

災。 こ れら が現在の活動につながっ ている。

　 先生の著書『「 時間がない」 から なんでも でき

る ！』 は日本以上に少子化が深刻な 中国で 読ま

れているそう だが、 子ども を 持つこ と で自分の価

値が下がる よ う な negative な感情、 それは案外、

自分の価値観の裏返し ではないか、 優先順位を 決

めるこ と が大事だと 説き 、 アイ ゼンハワー・ ボッ

ク スを 紹介し ている。 人は緊急で重要なこ と に追

われるが、 緊急なこ と で重要なこ と はめっ たにな

い、 そし て重要なこ と で緊急に対処し なければい

けないこ と も 、ほと んどない、と 。 こ れまでの「 や

り たく ないけれど、 し なければいけないから する

こ と 」 は、 こ れから は「 でき る だけ人に任せる、

削る」 こ と にし て、 こ れまでの「 やら なく ても い

いけれど、し たいから するこ と 」 は、こ れから 「 自

分の強みになるから 伸ばす、 仕事にする」 こ と に

し よう 。

　 だが、 私たち は人に任せる こ と を 教育さ れな

かっ たこ と も あっ て 苦手だが、 任せる こ と は敗

北ではない。 日本人は休むこ と に罪悪感を 感じ 、

SOS を 出すハード ルが高い。 だが、 頼るこ と は繋

がる こ と である。 相手に対する 信頼の証であり 、

相手の自己効力感がアッ プし 、 相手の健康状態も

向上する。 若い人の自殺率が高いのも 日本人の特

徴である。

　 受援力は受縁力で あ る 。 頼る こ と は新し い

ネッ ト ワーク ができ るこ と であり 、 コ ミ ュ ニケー

ショ ンの一つである。 受援力はこ れから の時代に

身につける べき 力で ある 。 受援力のための 3 ス

テ ッ プ がある 。 ま ず、 頼むと き は相手を 尊重す

るこ と 、 相談する前に感謝を するこ と 、 相談を 終

えたら 再感謝するこ と である。 断ら れた時も 批判

や個人攻撃と は受け取ら ない、 feedback を する。

自分に余裕がないと 頼るこ と も でき ないこ と があ

る。 まずは、 自分にご褒美を あげて、 リ ラ ッ ク ス

するこ と も ポイ ント である。

　 ワーク ラ イ フ バラ ンスについて、 バラ ンスを と

ると いう のは静止状態ではなく 、 常に揺れながら

バラ ンスを と っ ているので、 途中経過ではアンバ

ラ ンスが連なっ ても いいと 受け止めよう 。

　 以上のよ う な お話を 二人ペア で の実践を はさ
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みながら 、 受援力について学んだ。 最後にはこ の

講演を 聴いて、「 こ れは使える！やっ てみよう ！」

と 思っ た こ と は何かペア で 話し 、「 今日帰っ た

ら ～～を し よ う 」 と 宣言を 書く よう 促さ れた。 と

いう のは日常生活に戻る と 忙し さ に紛れ、 あっ

と いう 間にし よう と 思っ たこ と を 忘れてし まう か

ら 。 自分の困っ たと き は助けを 求めていい。「 頼

り あえる社会」 は「 新し いチャ レ ンジができ る社

会」 である。 皆さ んは自分の人生のリ ーダー。 皆

さ んにし かでき ないこ と 、 皆さ んだから でき るこ

と を し て幸せで楽し い人生を ！と いう こ と がこ の

講演のメ ッ セージであっ たよう に思う 。

［ 文責： 田村　 博子］

特別企画「 パネルディ スカ ッ ショ ン」

医学科入試 女子減点問題を 通し てみえてく るも

の～今、 何が問題なのか

　 特別企画と し て、 2018 年に発覚し た医学科入

試における女子減点問題を う けて、 パネルディ ス

カ ッ ショ ンを 行っ た。 5 名の医師に各診療科にお

ける 女性医師の現状と 問題点を ご 報告いただき、

コ メ ンテータ ーと し て山口大学ダイ バーシティ 推

進担当副学長 ･ 室長の鍋山祥子 教授から ご発言い

ただいた。

山口大学大学院医学系研究科

消化器 ･ 腫瘍外科学講座教授　 永野　 浩昭

　 現在、 山大の消化器 ･ 腫瘍外科学講座に所属し

ている女性外科医は７ 名である。 山口県の外科医

は非常に少ないので、 男女を 問わずどの医師も 貴

重な戦力である。 絶対に外科医を 辞めてほし く な

いので、 女性医師を どのよう に育てていく かと 問

われれば、 何と でも し てあげたいと いう 思いであ

る。 研修に行き たいと 言われればでき るだけ意向

に沿いたいし 、 大学院の期間を 出産などにあてて

も ら えれば、 1 年間はベッ ド フ リ ーにも でき る。

バッ ク アッ プも でき るだけし ていき たい。 専門医

だけでなく 、 でき れば医学博士にも なっ ても ら い

たい。 一方、 山口県のみなら ず、 わが国に医師が

不足し ている こ と が、一番の問題だと 考えている。

昨今、 働き 方改革が叫ばれているが、 医師数を 増

やさ ないと 解決し ないと 考える。

山口大学医学部附属病院麻酔科蘇生科

講師　 山下　 敦生

　 麻酔科診療の特徴と し て は「 筋力的重労働で

はない」「 休日 ･ 夜間の呼び出し や連絡がほと ん

ど ない」「 麻酔業務を 交代でき る 」 など、 体力に

自信のない医師や勤務に制約がある医師にと っ て

対応し やすい診療科ではある が、 一方、「 術者は

手術の都合を 決めら れるが、 麻酔科医は麻酔の都

合は決めら れない」「 マン パワー不足で交代でき

なければ、 手術が終わる まで帰れない」「 ペイ ン

ク リ ニッ ク は、 他の診療科と 同様に休日 ･ 夜間の

呼び出し がある」 など、 思惑通り にはいかない一

面も ある。 山口県内の関連病院は、 山陽側を 中心

に 18 病院あり 、 大学も 含めて、 男性 55 名、 女

性 34 名（ う ち ママ さ ん 21 名） が勤務し 、 大学

病院や定員の多い市中病院に女性医師が多く 配置

さ れ、 その大半には子ども がいると いう 現状であ

る。

　 麻酔科医局の方針と し ては、 松本教授が「 し な

やかで緩い結束の中に、 強い信頼関係を 」 と おっ

し ゃ る と おり 、 各麻酔科医の多様性を 容認し て

いる。 今後の問題点と し ては、（ 男女を 問わずで

ある が、） 専門医制度に関し ては、 必須症例の経

験に心臓外科症例 25 例など が含まれており 、 勤

務時間の制約がある と 経験困難である 点や、 4 年

間の研修期間であるため、 キャ リ アを 優先すると

パート ナーと 一緒に人事異動するこ と が難し いな

どがある。 また、 当直ができ ないと 市中病院での

雇用が難し かっ た事例も あり 、 今後、 市中病院で

も 多様な雇用形態を 検討し ても ら いたい。

山口大学医学部附属病院小児科

助教　 星出　 まどか

　 山大小児科同門は 198 名で、 そのう ち 医局人

事下にある のは 70 名、 う ち 女性医師は 24 名で

ある。 育児中で常勤フ ルタ イ ムで働いているのは

3 名で、 非常に少ない。 常勤で復職でき ている理

由は、 家族の協力がある、 当直免除、 サブスペの

専門医がと り たい、 働かないと 食べていけないな

どであり 、 常勤に復職でき ていない理由は、 家族

の協力がない、 希望勤務先が近く にない、 当直し

たく ない、 子ども を 自分で育てたい、 生活に困ら
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ない、 パート のかけも ちのほう が収入がいい、 な

どであっ た。 整備するべき 条件と し ては、 当直明

けの休み、 給与保障、 チーム制診療、 バッ ク アッ

プする医師の負担軽減と 報酬などがあがっ た。 市

中病院では、 小児科は採算がと り にく く 、 常勤を

増やせないなどの問題も ある。 大学では、 育児を

し ながら の研究や論文作成が難し く 評価が低い、

責任ある立場になり たく ない、 難し い症例はリ ス

ク があるので担当し たく ないと いう 女性医師も い

る。 大学医局では、 子ども が１ 歳になるまでは当

直免除で、 入院患者はチーム制で担当し 、 医局会

は昼に変更し 全員が参加でき るよう にし た。 学会

の地方会でも 託児所を 設け、 参加を 促し ている。

医学知識の増加速度が非常に速く な っ て いる の

で、 どのよう にアッ プデート し ていく かが問題で

ある。 また、 診療以外の業務（ 学生教育や研究の

IRB 用の書類作成など） が増加し ている ので、 こ

う し た業務の分担を 女性医師も 含めて上手に行え

ると よいと 感じ ている。

山口労災病院消化器内科第一部長　 戒能　 美雪

　 日本消化器病学会の山口県における 女性の割

合は、 専門医は 15 .9 ％と ほぼ女性会員の比率と

一致する のに対し 、 指導医の割合は 11 .4 ％であ

り 、 指導する 女性医師は決し て 多く な い。 平成

元年以降、 山口大学の消化器内科に入局し た医

師は 160 名で あ り 、 女性医師は 27.5 ％を 占め

る。 就業形態と し ては、 開業医は男性 19％、 女

性 13 .7％、 勤務医は男性 73％、 女性 72 .7％で、

男女差はなかっ たが、 女性の勤務医の約 3 分の 1

が、 非常勤あるいは時短勤務であっ た。 日本消化

器病学会の各種の取組みから 浮かび上がっ てき た

問題は、医師のフ リ ータ ー化（ 非入局医師の増加）、

マミ ート ラ ッ ク に関し ては、 病棟 ･ 日当直の担当

や時短勤務から 通常勤務にいつ移行するのかと い

う 点、 複数主治医制に関し ては医師間の連携が重

要であるが、 支援側の負担増がすでに問題と なっ

ている点、 業務負担の軽減（ 急性期医療の集約化 ･

完全紹介制 ･ タ スク シフ ティ ングなど） が挙げら

れている。 今こ そパラ ダイ ムシフ ト の時であり 、

医師全体の働き 方 ･ 医療供給体制を 見直すべき 時

と 考える。

山口赤十字病院産婦人科第二部長　 申神　 正子

　 勤務先の病院では小児科部長である女性医師が

き ちんと 発言し てく ださ るので、 女性医師たちが

何と か頑張っ て勤務し ている。 2019 年 3 月現在、

男性医師 68 名（ 85％） で平均年齢 43 歳、 女性

医師 12 名（ 15％） で平均年齢 42 歳である。 産

婦人科は、女性医師 3 名（ 常勤 2 名 ･ 非常勤 1 名：

子育て中）、男性医師 5 名（ 常勤 4 名 ･ 非常勤 1 名）

である 。 4 月から は男性医師が 1 名減っ て、 女性

医師 2 名が入職予定で あり 、 女性医師の割合が

増加する。 長時間勤務が常態化し ている産婦人科

においては、 育児中のフ ルタ イ ム勤務は困難なの

で、 医師数を 増やし ていく し か方法はないが、 思

う に任せない状況である。 現状でどこ まで勤務継

続でき るのか心配である。

フ ロアと の質疑応答

　 社会的性差を なく す努力が必要、 日本の医師数

があまり にも 少ないので、 医師数を 増加さ せるし

か解決策はない、 医局と し ては働き 方の多様性を

認めるし かない、 女性医師が常勤に戻っ てこ ない

こ と が問題で、 働き 続けら れる環境に今変えてい

かなく てはなら ない、 などの意見がでた。

コ メ ンテータ ー

山口大学ダイ バーシティ 推進担当副学長 ･ 室長

　 　 教授　 鍋山　 祥子

　 今回の女子減点問題で は、 ま だ見ぬ未来を 抱

えている女子学生から 医師になる機会を 奪っ てし

まっ たと いう あっ てはなら ないこ と が明るみにで

たので衝撃が大き かっ たと 思う 。 民間企業でも 依

然と し て同様の問題はある。 医療現場の厳し さ を

皆さ んお話し になっ たが、 現状の問題を 改善し て

いく 推進力と なるのは数であり 、 問題提起を する

女性医師の数を 増加さ せる 必要がある と 考える。

魅力ある職場に変えていく 努力を 続けながら 、 若

い世代の可能性に期待し たいと 思う 。

［ 文責： 黒川　 典枝］

　


